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【短報】鹿児島県与論島からのコガネムシ科 3 種の
記録

与論島は奄美群島の最南端に位置する，面積
20.8 km2，最高標高 97 m の平坦な島である．同
島におけるコガネムシ類を対象とした調査は，こ
れまでに数回行われており （永田，1993；竹内，
2005；楠井，2012；大貝，2015），10 種のコガネム
シ類が記録されている （岡島・荒谷，2012）．筆者
の一人である重藤が 2019 年 3 月と 5 月に与論島で
昆虫調査を行った際に，同島初記録と思われる 3
種のコガネムシ類を得たので，ここに報告すると
ともに，現在までに明らかとなっている各種の分
布記録をまとめた．

本報告にて使用された標本は東京農業大学昆虫
学研究室にて管理・保管する．

1．ヤエヤマニセツツマグソコガネ Ataenius picinus 
Harold, 1867 （図 1）

14 exs., 古里，21. III. 2019，重藤採集（街灯） ；1 
ex., 麦屋，12. V. 2019，重藤採集 （街灯）．

　分布：本州 （岐阜県），九州 （長崎県，宮崎県），
トカラ列島 （口之島，中之島，平島，宝島，小宝島），
奄美群島 （奄美大島），沖縄諸島 （沖縄島），大東諸
島 （南大東島），宮古諸島 （宮古島，伊良部島，多
良間島，水納島），八重山諸島 （石垣島，西表島，
黒島，竹富島，与那国島，波照間島）；台湾，マ
レーシア （ボルネオ島），フィジー，ニューカレド

ニア，ニューヘブリデス，オーストラリア，キュー
バ，ジャマイカ，ドミニカ，プエルトリコ，アンティ
グア・バーブーダ，グアドループ，マルティニー
ク，グレナダ，ブラジル，アルゼンチン，ウルグ
アイ，フランス，イタリア （本土部，サルデーニャ
島），西インド諸島（河原，2008；深川，2010；稲田，
2010； 細 谷 ら，2011；Inghilesi et al., 2011；Peck, 
2011； 越 智，2012；Lemaire & Raffaldi, 2014；Peck 
et al., 2014；Leo et al., 2015；細谷ら，2016；山崎ら，
2016；楠井，2016，2017；稲垣・笹岡，2018）．与
論島 （初記録）．

本種はアメリカ大陸原産であるが，川井 （2000）
によって初めて日本 （与那国島，石垣島） から記
録され，以降分布を北へ拡大している．偶産的な
記録と考えられている岐阜県からの記録を除くと，
長崎県が国内における分布の北限である．今日ま
で，九州における生息地は上記 2 県以外で確認さ
れていないが，すでに南部域には広く分布する可
能性が示唆されている （稲垣・笹岡，2018）．本
種は環境への適応能力が極めて高いことから，分
布域が拡大しやすく，移入先にて同一のニッチ 

（niche） にある原産の糞食性コガネムシ類と競合す
ることで，競争排除が生じる可能性が示唆されて
いる （Hosoya, 2014）．また，成虫の周年発生が宮古
島にて確認されており （上里，2008），与那国島で
は発生のピークが 5 月末～ 6 月上旬と 11 月中～下
旬の 2 回に分かれていることが報告されている （荒
谷ら，2016）．今回行った 3 月末の調査では，海岸
沿いの自動販売機の灯りにて多数得ることができ
たが，5 月中旬には同所においてもほとんど得られ
なかった．与論島における発生のピークは与那国
島と比べて早く，地域によって発生消長が異なる
可能性が考えられる．

2．オオカンショコガネ奄美・沖縄亜種 Apogonia 
major bicavata Arrow, 1913 （図 2）

3 exs., 立長 , 21. III. 2019，重藤採集 （街灯）；3 
exs., 古里，21. III. 2019，重藤採集 （街灯）．

分布：大隅諸島 （屋久島，口永良部島），トカラ
列島 （中之島，宝島），奄美群島 （奄美大島，徳之島，
沖永良部島），沖縄諸島 （沖縄島，伊平屋島，渡嘉
敷島，久米島） （藤岡，2001；佐々木ら，2002；松本，
2012）．与論島 （初記録）．

大隅諸島から沖縄諸島にかけて広く分布する普
通種である．今回の報告により，奄美群島の主要
島嶼全てから記録されたことになり，沖永良部島

図 1–3．1，ヤエヤマニセ
ツツマグソコガネ；
2，オオカンショコ
ガネ奄美・沖縄亜種；
3，リュウキュウビ
ロウドコガネ．



67 さやばね ニューシリーズ　No. 36

SAYABANE N. S. No. 36December 2019

と沖縄島間の分布の空白地域が埋められた．

3．リュウキュウビロウドコガネ Maladera （Omaladera） 
oshimana Nomura, 1962 （図 3）

1 ex., 立長 , 21. III. 2019，重藤採集（街灯）．
分布：トカラ列島（口之島，中之島，諏訪之瀬島，

平島，悪石島，小宝島，宝島），奄美群島 （奄美大島，
徳之島，沖永良部島），沖縄諸島 （沖縄島，伊平屋
島，伊是名島，渡嘉敷島，渡名喜島，久米島），宮
古諸島 （大神島，宮古島，池間島，栗間島，伊良部
島，多良間島，水納島），八重山諸島 （石垣島，黒
島，西表島，与那国島，新城上地島，小浜島） （稲
田・木村，2010；細谷，2011；山崎ら，2016；楠井，
2018a, b；Kaneko & Shigetoh, 2019）．与論島 （初記録）．

本種は，トカラ列島以南に生息するビロウドコ
ガネ類の中で，最も優占する種であり，一年を通
して発生することが知られている （平沢，2012）．
前述の 2 種同様に，与論島が本種の分布の空白地
域であったが，本報告により，奄美群島から八重
山諸島までの主要島嶼において連続的に分布して
いることが明らかとなった．

本報告で，新たに 3 種の分布記録が追加された
ことにより，与論島におけるコガネムシ類の記録
は 13 種となった．今回行われた 2 回の調査は期間
の短いものであり，十分に調査が行われたとは言い
難い．また，分布が確認されている 13 種の内，11
種が植食性種であり，糞食性種はウスイロマグソ
コガネ Aphodius （Labarrus） sublimbatus Motschulsky
とヤエヤマニセツツマグソコガネ Ataenius picinus 
Harold の 2 種のみであることからも，本島におけ
るコガネムシ相の解明度は未だ低いと言える．今
後，異なる時期に調査を行うことに加え，糞食性
種に焦点を当てた採集を行うことで，更なる種の
追加が期待される．

末筆ながら，貴重な文献を恵与された上里卓己
氏 （沖縄県農業研究センター） に厚くお礼申し上げ
る．
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【短報】北海道および三重県から発見されたツヤチャ
イロコメツキの記録

ツヤチャイロコメツキ Suzukielater babai （Kishii 
et Ôhira, 1956） は，新潟県の弥彦山で採集された個
体に基づいて岸井・大平 （1956） により命名記載さ
れた種である．当時は，Sphenomerus 属に置かれて
いたが，現在は Kishii （1987） により本種をタイプ
種として設立された Suzukielater 属として扱われて
いる．分布はこれまでに，種子島 （茎永，前之浜），
鹿児島県 （大隅半島；屋久島），宮崎県 （佐土原町），
福岡県 （岡垣海岸；沖の島），山口県 （鹿野町），鳥

取県 （大砂丘），島根県，
愛知県 （渥美半島），新
潟県 （弥彦山），秋田県 

（雄物川河口），北海道 
（ 豊 富 町， 天 塩 町 ）， か
ら記録がされている （有
本，2017; Arimoto ＆ Itô, 
2018； 城 戸，2004； 城
戸・ 小 田，2005； 岸 井，
1962；Kishii, 1999；久保
田，2001； 大 平，2001，
2002；尾崎ほか，2006；
笹岡，2018）．

筆者らは，採集例の少
ない北海道の西部沿岸と，
記録のなかった東北部沿
岸，および記録のなかっ
た三重県において採集さ
れた個体を検することが

できたので，ここに記録するとともに，本種の分
布について若干の考察をおこないたい．

検視標本．北海道：1 ♀ （Fig. 1），斜里郡小清水
町浜小清水オホーツク海沿岸，19. IX. 2018，安藤
祐介採集 （鈴木保管）；1 ♂，天塩町遠別，19. VII. 
1990, Takeuchi leg. （有本保管）；1 ♂，石狩市石狩浜，
30. VII. 1977，森正人採集 （有本保管）；2 ♂，天塩
郡遠別町旭～金浦海岸，11. VII. 2010，石田浩司採
集，針葉樹の流木から （有本保管）；1 ♂，江別市
野幌，24. VII. 1977，森正人採集（有本保管）．三重県：
3 ♂♂ 1 ♀，松阪市松名瀬海岸，19. VI. 2016，乙部
宏採集（有本保管）．

本種は，かなり珍しい種とされ，その生態や分
布については明らかではなかったが，成虫は海浜
に打ち上げられた流木や塵の下などから発見され
ること，夜行性であること，灯火に集まることな
どがわかり，それに伴って各地から記録がされる
ようになった （前出）．また，本種は暖地系のコメ
ツキムシであると考えられ，木について南方地域
から海流に乗って北上し日本の沿岸地域に運ばれ
分布を伸ばしたのでないかと推測されている （大平，
2001）．しかし，本種が流木内から発見された事例
はなく，その確認がつよく望まれていた．

最近，多数の幼虫が砂浜に埋もれた流木 （朽ち
木） から発見され，生活環が砂浜内で回っているこ
とがはじめて明らかされた （有本，2017；Arimoto 
& Itô, 2018）．このようなことや，本種の分布模様
を鑑みると，本種が木に付いて，海流により運ばれ，
分布を伸ばしていることはほぼ間違いないだろう．

本種が，南方地域から流木について運ばれてき
たとすると，北海道西部沿岸地域へは，日本海側
を流れる対馬海流により南方地域から直接，また
は九州や本州の日本海側沿岸を点々と立ち寄りな
がら北上したのであろう．また，今回新たに発見
された北海道北東部沿岸へは，対馬海流により宗
谷岬を越えたあと，宗谷海流に引き継がれて南下
して辿り着いたと推測される．一方，三重県へは，
太平洋側を流れる黒潮により運ばれたと考えられ，
愛知県伊良湖から本種を記録した大平 （2002）も同
様に黒潮にのって運ばれたと推測している．

本種の太平洋側の東限は，現在のところ愛知県
であるが，今後，海浜を中心とした調査が進めば，
さらに東側の地域からも発見されるかもしれない．
とくに，伊豆半島の西側は可能性が高いと思われ，
今後の調査が望まれる．また，南限は現在のとこ
ろ屋久島・種子島であるが，これらの島々も流木
により運ばれてきた可能性があり，さらに南の琉
球諸島からも発見されるかもしれない．

Fig. 1．Suzukielater babai 
（Kishii et Ôhira, 1956）, 
♀. 


